
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 近畿大学九州短期大学 
設置者名 学校法人近畿大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

生活福祉情報科  

 

10 28 38 7  

保育科   13 13 7  

 

生活福祉情報科 
夜 ・

通信 
4  12 16 7  

保育科 
夜 ・

通信 
 20 20 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ： 

通学生活福祉情報科 https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka-curriculum/ 

通学保育科 https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka-curriculum/ 

通信生活福祉情報科 https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka/ 

通信保育科 https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka/ 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

 

 

 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka-curriculum/
https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka-curriculum/
https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka/
https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名  
設置者名  

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

    

    

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 近畿大学九州短期大学 

設置者名 学校法人近畿大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバスの作成については、教学委員会において授業方法、内容、目標、計画、評価方

法などの記載項目及び予復習時間、事前事後学習に関する事項、実務経験のある教員な

どによる授業の明記など学修に役立つための内容を検討し、記載項目及び内容を確定し

ている。授業担当教員へは教学委員会での決定事項を踏まえ、教学課よりシラバス作成

に関するマニュアルを配付している。科目担当者は毎年度 12 月より 2 月の間にシラバ

スを作成し、教学課へ作成した翌年度のシラバスを提出している。提出されたシラバス

は、各学科の担当者により第三者チェックを受け、記載内容の修正を行っている。シラ

バスは 4月にホームページへの掲載及び学生へ向けて公表している。 

授業計画書の公表方法 

ホームページ 

生活福祉情報科 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka-curriculum/ 

保育科 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka-curriculum/ 

 

（通信教育部） 

生活福祉情報科 

https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka/ 

保育科 

https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka/ 

 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka-curriculum/
https://www.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka-curriculum/
https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-seijoka/
https://www.tsushin.kjc.kindai.ac.jp/course-hoikuka/


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本学(通学・通信）の両学科では授業計画（シラバス）に成績の評価方法・評価基準

を明確に示している。担当教員には、各授業科目における定期試験の実施の有無、レポ

ート・小課題等の評価に占める割合等の記載を要求している。したがって、各授業科目

の学修成果の評価は、担当教員の主観的評価の介入の余地はなく、シラバスに明示され

た評価方法や基準に基づき行われている。また、これらの評価方法や基準は、履修ガイ

ダンスや各授業科目を通して、学生に丁寧に説明し周知されており、単位の授与および

履修の認定は厳格かつ適正に行われている。 

なお、学生の学修成果に基づき、学則（第 27条）に定めているとおり、秀（90点以上）・

優（80点以上）・良（70点以上）・可（60点以上）・不可（59点以下）としている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では 2019 年度から各学生の成績が学生の所属する学科の中でどの位置にあるかを

把握することができるよう、各学生の履修科目の平均成績を客観的な指標 GPA（Grade 

Point Average）を用いて表す仕組みを導入した。また、学生の学修意欲を高め、学修

の質を保つこともそのねらいである。算出方法等は、以下の通りである。 

各科目の成績得点を 5段階（４・３・２・１・０）の GP（グレード・ポイント）に換算

する。GPは下表のとおり。申し出なく履修を放棄した場合は GPを０とする。 

評点 100点～90

点 

89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下 放棄 

評価 秀 優 良 可 不可  

GP 4 3 2 1 0 ０ 

 

GPA＝  [（科目の単位数）×（その科目で得た GP）] の総和  

履修登録した科目の総単位数 

 

なお、添付資料として提出する「客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料」

は、在学生（現 2 年生）の 1年次の成績を GPAを用いて分布状況を示している。 

通信教育課程においては、GPA 制度を導入していないうえ、通信教育課程の性格上、

履修科目の総数の個人差が著しい（例えば、3 科目のみの学生など）ため、平均値を求

めて指標にするのは困難である。したがって、添付資料としては、各コースの所属学生

の現 2年生の「履修科目の総得点」の分布状況を示す資料を提出する。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページ 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/regulation/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/regulation/


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学校法人近畿大学における建学の精神及び教育の目的を踏まえて、本学保育科では、幼

稚園教諭及び保育士として求められる社会的なニーズ、また、専門職者として獲得する

必要のある資質的能力、実践に際して身につけておくべき力量的能力の観点に立ち、1,

知識・技能、2,思考力・判断力・表現力、3,協同性・人間性を柱とするディプロマ・ポ

リシーを定めている。また、生活福祉情報科では、人に信頼され尊敬される人間力と最

新の専門知識を兼ね備え、社会に貢献できる職業人の育成を目標に、1.知識・理解、2.

汎用的技能、3.態度・志向性、4.総合的な学習経験と創造的思考力を柱とするディプロ

マ・ポリシーを定めている。 

各授業科目においては、学修成果として獲得するディプロマ・ポリシーを示し、身につ

けるべき資質と力量の目標が明確になるように設定し、各科目の単位認定によって個別

の認定要件を獲得したことになる。学則に定められた卒業及び免許・資格取得に必要な

単位を修得することによって、定めたディプロマ・ポリシーの認定要件を満たすことに

なる。卒業及び免許・資格取得該当者は、学科及び教授会における卒業判定により卒業

を認定し、学位授与者を決定する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページ 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/purposel/ 
 

  

https://www.kjc.kindai.ac.jp/purposel/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 近畿大学九州短期大学 

設置者名 学校法人近畿大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表  

収支計算書又は損益計算書  

財産目録  

事業報告書  

監事による監査報告（書）  
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページ 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/assessment/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページ 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/assessment/ 

 

  

https://www.kjc.kindai.ac.jp/assessment/
https://www.kjc.kindai.ac.jp/assessment/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 生活福祉情報科、保育科 

教育研究上の目的 

（公表方法：ホームページ https://www.kjc.kindai.ac.jp/purposel/） 

（概要） 

            近畿大学九州短期大学の教育・研究の目的について 

            近畿大学学園の「建学の精神」と「教育の目的」 

近畿大学学園の建学の精神は、「実学教育と人格の陶冶」です。この建学の精神を

具体的に実践するために「人に愛される人、信頼される人、尊敬される人の育成」を

教育理念に掲げています。この建学精神と教育理念に基づいて、「広い教養に裏打ち

された人格とチャレンジ精神をもって未来を志向しつつ、実践的学問すなわち実学の

発展に貢献することのできる人材を育成」して、社会に送り出すことに全力で取り組

んでいます。本学の各学部・大学院及び各学校は、それぞれの人材育成目標にそって、

特色あるカリキュラムを用意し、充実した教授陣が、質の高い教育を提供しておりま

す。学生の皆さんには、上記の建学精神と教育理念を理解していただき、本学園で、

本当に優れた友人・先輩・教員や夢中になれる学問に出会い、美しいものに打たれ、

豊かな教養と専門的知識を身につけ、各人固有の才能を見出し、自分に最も相応しい

将来設計をされることを願っております。 
 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：ホームページ https://www.kjc.kindai.ac.jp/policy/） 

（概要） 

学校法人近畿大学における建学の精神及び教育の目的を踏まえて、本学保育科では、

幼稚園教諭及び保育士として求められる社会的なニーズ、また、専門職者として獲得

する必要のある資質的能力、実践に際して身につけておくべき力量的能力の観点に立

ち、1,知識・技能、2,思考力・判断力・表現力、3,協同性・人間性を柱とするディプ

ロマ・ポリシーを定めている。また、生活福祉情報科では、人に信頼され尊敬される

人間力と最新の専門知識を兼ね備え、社会に貢献できる職業人の育成を目標に、1.知

識・理解、2.汎用的技能、3.態度・志向性、4.総合的な学習経験と創造的思考力を柱

とするディプロマ・ポリシーを定めている。 

各授業科目においては、学修成果として獲得するディプロマ・ポリシーを示し、身に

つけるべき資質と力量の目標が明確になるように設定し、各科目の単位認定によって

個別の認定要件を獲得したことになる。学則に定められた卒業及び免許・資格取得に

必要な単位を修得することによって、定めたディプロマ・ポリシーの認定要件を満た

すことになる。卒業及び免許・資格取得該当者は、学科及び教授会における卒業判定

により卒業を認定し、学位授与者を決定する。 

通信教育課程の卒業の認定に関する方針は通学課程に基づいている。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：ホームページ https://www.kjc.kindai.ac.jp/policy/） 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/purposel/
https://www.kjc.kindai.ac.jp/policy/
https://www.kjc.kindai.ac.jp/policy/


  

（概要） 

【生活福祉情報科】  

１．教育内容（教育課程の編成） 

ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するために共通教育科目及び専門教育科

目を編成し、科目を配置する。 

①人間生活の基盤を固めるとともに、健康で豊かな人生を創造していく知識や技術を

習得するため、共通教育科目を配置する。 

②家庭や社会での生活の質を向上し、社会人として必要な力を高めるため、デザイン

分野、医療・福祉分野、ビジネス分野の３分野を置く。各分野において学生が主体的

かつ実践的に学び、専門知識の習得や資格取得ができるよう、専門教育科目を配置す

る。 

③高大接続の観点から、短大教育への円滑な移行を促すため、共通教育科目に初年次

教育の科目を設置する。 

④「卒業研究」「基礎ゼミナール」で学修した内容を「総合発表会」を通して、広く

一般市民に公開する。 

２．教育方法（学修方法と学修課程） 

①シラバスに到達目標、授業の概要、事前学習及び事後学習、授業計画、成績評価方

法等を明記するとともにオリエンテーションを実施して周知する。 

②実学教育を重視した少人数制を採用した講義、演習および実習を展開する。 

③履修計画の支援や目標とする学びを体系的に行えるよう学生と教員間で学修 

状況を共有し、自律的な学びを組織的に支援する。 

④「共通教育科目」「専門教育科目」にナンバリングする。ナンバリングに基づいた

カリキュラムマップにより「導入期」「発展期」「完成期」と段階的に学修する。 

⑤地域社会への理解を深めるため、地域社会に密着したテーマを設定し、問題解決能

力を身につける卒業研究を配置する。 

３．教育評価（学修成果の評価法） 

①各科目のシラバスに定める評価方法に基づき、厳格な評価を行う。 

②ＧＰＡ制度を用いて学修成果の評価を行う。 

 

【保育科】 

保育科の教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成し、幼稚園教諭二

種免許状、保育士資格を取得するために共通教育科目及び専門的知識と実践的技術

を修得するための専門教育科目、その他必要な科目によって編成され、体系的に科

目配置をしています。  

１．教育内容 

①幼稚園教諭二種免許状および保育士資格を取得するための科目を、各分野ご 

とに「導入期」「発展期」「完成期」と系統的に深めるとともに、保育実習や 

教育実習での実践とも関連づけて学べるよう配置する。 

 ②高大接続の観点から、短大教育への円滑な移行を促すため、初年次教育の科 

 目を設置し組織的な充実を図る。 

  ③地域社会が求める自立した人材育成のため、地域に関する理解を深め、社会 

的・職業的自立に必要な能力・態度を培うキャリア教育を実施する。 

  ④保育者として必要なコミュニケーション能力、リーダーシップ能力、協働力 

など実践力を培うために、附属幼稚園実習や様々な行事への参加、地域のボラ 

ンティア活動への参加を行う。 

  ⑤２年間の学修成果を広く一般市民に公開するために、音楽表現・造形表現・ 

身体表現に関する授業成果を生かして取り組んだオペレッタの公演などを行う 

「総合発表会」を開催する。  



  

２．教育方法 

  ①シラバスに到達目標、授業計画、評価方法、事前・事後学修、関連学修を明 

記するとともに、各科目でオリエンテーションを行い周知する。 

  ②保育現場で直面する様々な問題を解決する力を修得するために、研究や討議 

 を実践的に積み上げる参加型ゼミ形式の「保育実践演習」や、主体的な学びを 

高めるためにアクティブラーニングの手法を取り入れた演習授業を配置する。 

  ③「共通教育科目」「教職科目」「保育士資格必修科目」「保育士資格選択必 

修科目」にナンバリングする。ナンバリングに基づいたカリキュラムマップに 

より「導入期」「発展期」「完成期」と段階的に学修する。 

  ④学びの視覚化と評価のために、履修カルテを活用して学修の目標設定と振り 

返りを行い、学修の改善に努める。 

３．教育評価（学修成果の評価法） 

①各科目のシラバスに定める評価方法に基づき、厳格な評価を行う。 

②GPA 制度を用いて評価を行う。 

通信の教育課程の編成及び実施に関する方針は、通学課程に基づいている。 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：ホームページ https://www.kjc.kindai.ac.jp/policy/） 

（概要） 

 【生活福祉情報科】 

生活福祉情報科では、学力の三要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現

力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」）を多面的・総合的に

評価することにより入学者選抜を行なう。また、判定においては、学力の三要

素を入学後に継続的・発展的に獲得できるかどうかを重視します。 

１．「知識・技能」 

①本学科の教育課程を学修できる基礎的知識・技能を有している。 

  ※高等学校の調査書を重視し、判断します。 

２．「思考力・判断力・表現力」 

①実社会における様々な状況に対応できる思考力・判断力・表現力の習得が

期待できる。 

 ※面接及び小論文を実施し、判断します。 

３．「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」 

  ①他者と協働し、社会に貢献しようとする意欲があり、社会の一員として主 

体的に関わる創造的思考力と総合的な人間性の育ちを期待できる。 

  ※面接及び入学願書における「入学動機」、自己推薦書及び高等学校による 

推薦書、高等学校における諸活動の実績等を重視し、判断します。 

【保育科】 

保育科は、幼稚園教諭二種免許及び保育士資格の取得のために学び、卒業後、

保育・教育職にかかわる仕事に就く意欲を持っている学生の入学を期待します。

入学者の選抜においては、保育者に求められる「知識・技能」「思考力・判断

力・表現力」「協働性・人間性」の三つの「資質と能力」を判定の基準としま

す。また判定においては、この三つ「資質と能力」を入学後に継続的・発展的

に獲得できるどうかを、重視します。 

１．「知識・技能」 

①本学科の教育課程を学修できる基礎的知識・技能を有している。 

※高等学校の調査書を重視し、判断します。 

  

https://www.kjc.kindai.ac.jp/policy/


  

２．「思考力・判断力・表現力」 

①保育現場における様々な状況に対応できる思考力・判断力・表現力の習得

が期待できる。 

※面接及び小論文を実施し、判断します。 

  

３．「協働性・人間性」 

  ①他者と協働し、社会に貢献しようとする意欲があり、子どもに対する教育 

的愛情の育ちが期待できる。 

※面接及び入学願書における「入学動機」、自己推薦書及び高等学校による 

推薦書、高等学校における諸活動の実績等を重視し、判断します。 

 

通信教育課程の入学者の受け入れに関する方針は、通学課程に基づいている。 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページ https://www.kjc.kindai.ac.jp/school/ 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

生活福祉情報科 － 4人 2人 1人 人 人 7人 

保育科 － 3人 8人 1人 人 人 12人 
通信教育部 

生活福祉情報科 － 人 人 人 人 人 0人 

通信教育部 

保育科 
－ 

1人 人 15人 人 人 16人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 

合計 1,247人 

内訳（通学）30人 、（通信）1,217人 

 

1,247人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

 

公表方法：ホームページ 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/introduce/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/school/
https://www.kjc.kindai.ac.jp/introduce/


  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 
生活福祉情報

科 50人 49人 98％ 100人 97人 97％ 0人 0人 

保育科 70人 52人 74％ 140人 113人 80％ 0人 0人 

合計 120人 101人 84％ 240人 210人 87％ 0人 0人 

通信教育部 

生活福祉情報

科 300人 70人 23％ 600人 148人 24％ 0人 0人 

通信教育部 

保育科 600人 737人 122％ 1,200人 1,861人 155％ 0人 0人 

通信教育部 

合計 900人 807人 

 

89％ 1,800人 2,009人 111％ 0人 0人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

生活福祉情報

科 

人 

30（100％） 

人 

2（6.7％） 

人 

21（70％） 

人 

7（23.3％） 

保育科 
人 

58（100％） 

人 

0（ 0％） 

人 

56（96.6％） 

人 

2（ 3.4％） 

合計 
人 

88（100％） 

人 

2（2.3％） 

人 

77（87.5％） 

人 

9（10.2％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

編入先：近畿大学産業理工学部、九州共立大学 

就職先：ＡＮＡスカイビルサービス(株)、㈱ホライズン・ホテルズＡＮＡクラウンプラザホテル福岡 

、福豊帝酸(株)、第一生命保険(株)、㈱麻生飯塚病院、社会保険田川病院、飯塚信用金庫、あじさい保

育園、嘉穂らいむ保育園、飯塚東保育園、いぎすれんげ幼稚園、ひらばる幼稚園、新入ひまわりこど

も園、田川湯山荘、誠慈学園 他 

 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 

修業年限期間

内 

卒業者数 

留年者数 中途退学者数 その他 

生活福祉情報

科 

人 

32（100％） 

人 

30（93.8％） 

人 

1（ 3.1％） 

人 

1（3.1％） 

人 

0（ 0％） 

保育科 
人 

65（100％） 

人 

58（89.2％） 

人 

1（ 1.5％） 

人 

5（7.7％） 

人 

1（ 1.5％） 

合計 
人 

97（100％） 

人 

88（90.7％） 

人 

2（ 2.1％） 

人 

6（6.2％） 

人 

1（ 1％） 

（備考） 上記数値に通信教育部は含めておりません。 



  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 

シラバスの作成については、教学委員会において授業方法、内容、目標、計画、評価方法

などの記載項目及び予復習時間、事前事後学修に関する事項、実務経験のある教員などに

よる授業の明記など学修に役立つための内容を検討し、記載項目及び内容を確定してい

る。授業担当教員へは教学委員会での決定事項を踏まえ、教学課よりシラバス作成に関す

るマニュアルを配布している。科目担当者は毎年度 12 月より 2 月の間にシラバスを作成

し、教学課へ作成した翌年度のシラバスを提出している。提出されたシラバスは、各学科

の担当者により第三者チェックを受け、記載内容の修正を行っている。シラバスは 4月に

ホームページへの掲載及び学生へ向けて公表している。 
 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 本学(通学・通信）の両学科では授業計画（シラバス）に成績の評価方法・基準評価基準を明

確に示している。担当教員には、各授業科目における定期試験の実施の有無、レポート・小課

題等の評価に占める割合等の記載を要求している。したがって、各授業科目の学修成果の評価

は、担当教員の主観的評価の介入の余地はなく、シラバスに明示された評価方法や基準に基づ

き行われている。また、これらの評価方法や基準は、履修ガイダンスや各授業科目を通して、

学生に丁寧に説明し周知されており、単位の授与および履修の認定は厳格かつ適正に行われて

いる。 

なお、学生の学修成果に基づき、学則（第 27条）に定めているとおり、秀（90点以上）・優（80

点以上）・良（70点以上）・可（60 点以上）・不可（59 点以下）としている。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
生活福祉情報科 62単位 有 30単位 

保育科 62単位 有 30単位 

通信教育部 
生活福祉情報科 62単位 無 単位 

保育科 62単位 無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：ホームページ 

https://www.kjc.kindai.ac.jp/regulation/ 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：ホームページ https://www.kjc.kindai.ac.jp/campus_map/ 

 

  

https://www.kjc.kindai.ac.jp/regulation/
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
生活福祉情報科 650,000円 200,000円 200,000円 教育充実費 

保育科 650,000円 200,000円 200,000円 教育充実費 

通信教育部 
生活福祉情報科 110,000円 30,000円 0円  

保育科 110,000円 30,000円 0円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 アドバイザー制度によって学生の指導を実施している。各アドバイザーは、担当学生の履修、

学習指導、成績管理、就職指導などを行っている。特に学習指導は、出欠状況を含め科目担当

者と綿密に連携を取りながら指導及び助言を行っている。また、学年末には、学科ごとに学修

の満足度調査を実施し、学生の学習意欲やその取り組みなどについて把握するように努めてい

る。保育科では自治体が実施している修学資金貸付制度などの周知を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

「キャリアデザインⅠ」での職業適性検査及びアドバイザーとの面談により進路選択に関する

指導を実施している。また、保育科では、実習地区担当者における進路選択に関する助言指導

もあわせて行っている。2年次では、就職担当教員を窓口に、専任教員及び教学課職員と連携

しながら支援を行っている。編入学希望者への学習支援は、アドバイザーを中心に、生活福祉

情報科では編入学担当教員とも連携しながら対応している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 各学科で専任教員 2 名が学生支援係を担当し、スクールカウンセラーと連携して学生の相談

業務にあたっている。また、学期ごとにアドバイザーによる担当学生との面談を行い、面談結

果を学生支援係担当教員に報告している。さらに、こころのアンケートを実施し、その結果を

共有して、学生指導を行っている。全学では、FD研修会において、心の健康や気になる学生へ

の対応などの研修を実施している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：ホームページ https://www.kjc.kindai.ac.jp/eduinfo/ 
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